
 

イスタリフ村（カブール市の北、約 60 キロ）には
2003 年 3 月に開校したアフガニスタンで最初の寺子
屋が丘の上にたっている。2005 年 9 月現在、識字ク
ラスは寺子屋だけでなく、民家を使った 11 のサテラ
イト教室で行われている。現在計 255名の人たちが識
字を学び、50名が技能訓練クラスで洋服、カーテン、
靴やカバンを製作・販売し、生活向上と寺子屋運営に

役立てている。今年の夏は、寺子屋の空部屋をダムの

建設業者へ夜間資材置場としてレンタルし、地元の復

興にも一役買った。寺子屋を 2003年の開設当初から
管理しているアフザルさんは、「ここに寺子屋ができ

てまだ 2年。だけど、ずっと昔からあるように感じる
ね。年齢を問わず一緒に集まって、勉強したり、物を

作ったり、楽しいみんなの場所だよ」。北部同盟とタ

リバンの戦闘で廃墟となった土地にもやっと教育と

平和が根付き始めた。 
 

2005年 9月現在、センジットダラ（カブール市の北、
約 70キロ）の寺子屋では、85人が識字を学び、10人が
仕立て屋クラスに通っている。寺子屋から遠い村の奥地

では学校に行けない 270 名の女生徒たちのためにテント
や民家を使った識字教室が 2 年以上にわたって開催され
ており、識字だけでなく絵画教室も開かれている。仕立

て屋クラスで作られたアフガニスタンの伝統的な男性の

衣服は、上下セットで 10ドルでマーケットで売られるま
でになった。 
この夏、そんな寺子屋の横に、2005年 6月に村人たち
待望のセンジットダラ高校が開校。今まで校舎がなくテ

ントで勉強していたが、今では 1,300 名の高校生たちが
学校に通っている。嬉しいことにセンジッドダラ寺子屋

の卒業生 25名（18歳～25歳）が見事に入学試験をクリ
アして、来春からセンジッドダラ高校 1 年生に編入する
ことが決まった。 

2003年 8月 6日 
 

 

拡大するイスタリフでの寺子屋運動 

 
 
 

 

センジットダラ高校開校 

 

 
寺子屋の隣に建てられたばかりのセンジットダラ高校 

 

2005年 11月 18日 

青空の下での卒業式。村の人たちがたくさん

集まって、卒業生を祝ってくれました 

 




